
令和７年度 島田市立島田第三小学校 グランドデザイン

成長チャンスの宝箱
みんなで島三小をつくろう！ ～今日が楽しみ 明日が楽しみ～

判断

協働

調整

受容

（人・もの・こと）

ＳＥＬ（自己認識・自己管理・社会認識・意思決定・対人関係の促進）をベースとして関連付けていく。

【目指す学校像】安心・安全に自分の力を伸ばす

⑨自己探求の活動
・道徳授業の充実

・自己探求の実施(ｷｬﾘｱ教育)

・自分のことを話す時間(SC活用)

⑩成長のキーワード
成長への勇気づけの言葉「やってみ

よう･ありがとう･なんとかなる･あり

のままに」の活用

心

①学年協業体制
・担当学年教師を中心とし

た多様な協業

・発展的単元開発への取組

③教科の見方・考え方
・各教科の見方・考え方を

働かせ、資質・能力を育む

単元構想

④子どもの「言葉の力」
・自分軸で物事を捉え、選

択･決定･表現する機会

・クラス会議の実施

②成長を捉える
・一人一人の「プロセス･伸

び」に着目する。

・その時々にある子どもの

「今」を捉える。

学び

静岡県
『有徳の人』の育成
自立を目指す人・自他
を大切にする人・社会や
人のために貢献する人

島田市教育方針
「夢育・地育」を核に
・豊かな心
・確かな学力
・健康な体

⑭学校公開･参観・対話
保護者や地域の方と直接、

対話し、見て、感じていただ

く。メッセージを活力にする。

⑬地域の力活用
地域の力として子どもたちを

応援してくれるボランティアの

気持ちのよさを感じ、感謝する。

⑫働き方改革
子どもに好影響をもたらすよ

う、職員にとって働きやすい職

場をつくりだす。

⑪ﾊﾄﾞﾙﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
短時間目的ﾐｰﾃｨﾝｸﾞにより、

様々な校内委員会において、

課題を整理して協議する。

挑戦

汎用

児童のよさ
○やさしく思いやりがある
○チャレンジする
〇一生懸命取り組む
〇他学年も大切にする
〇外遊びが好き
学校のよさ

〇学校の一体感がある
〇ゆとりがある
〇温かさがある
〇子どもも職員も大切
〇地域･保護者が協力的

つながりの1学期 やってみようの2学期 ありがとうの3学期

根っこをはろう

自分の居場所・つながる仲間

枝葉を広げよう
自分で挑戦・仲間と共に

感謝の花をさかせよう

自分の成長・仲間の成長

重点目標

【知る 考える 活かす】

⑥全校朝の会
月一回、大切なメッ

セージを全校で共有す

る場

⑤行事・委員会活動
・子どもの考え、活動が重

視された展開

・三小の一体感を創る

⑦体験的な活動・人との関わり
子どもが感得する「つながり」を深め

る体験、社会を豊かにする多様な人と

の関わりの場

仲間

運営


